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【目的】増感型熱利用発電はフォノン励起電荷による電解質の酸化還元反応 1 で発電する、新し

いエネルギー変換の形態である 2。色素増感型太陽電池における色素の光励起を半導体のフォノン

励起に代えたものであり、半導体が電子輸送層に重なった作用極、対極、そして電解質の３層か

らなる構造を取る(Fig. a)。これまで、光でも熱でも励起できる半導体で増感型電池を作製すると

光でも熱でも発電できること、そして必ず熱励起の方が開放電圧が小さくなることを報告してき

た 3, 4。我々はその原因は、光励起では擬フェルミ準位が、熱励起ではフェルミ準位が開放電圧を

決定づけるからだとの仮説を立てた。今回、この仮説に対し、電子輸送層のドープ量を変化させ

ることで作用極全体のフェルミ準位を変え、開放電圧を測定することで、電極/電解質界面の状態

を変えることなく検討した。 

【実験方法】電子輸送層として n-Si のドープ量の異な

る 3 種類の基板（HD：1.5×1018個/cm3，MD：2.0×1015

個/cm3，LD：1.5×1014個/cm3）を用い、その上に Cr, Ge

を堆積したウェハーを作用極とした。対極は FTO 基板

とし、電解質には Cu(I), Cu(II) in PEG600を利用した。

得られたセルを恒温槽内に設置し，室温・80℃での電気

化学測定からその電池特性を評価した． 

【結果】結果として、開放電圧は、作用極全体の抵抗で

はなく、フェルミ準位と相関を持つことが示された 

(Fig. b)。作製法ふくめ詳細は既報に記し 5、当日はさら

なる解析について報告する。 
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Fig. Schematic image of the sensitized 

thermal cell (a) and the measured Voc (red) 

and calculated Fermi level (black) of entire 
working electrode (c) using high-doped 

(green), middle-doped (red), and low-

doped (blue) n-Si as electron transport 

materials. 
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